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研究成果の概要（和文）：欧州・アジア・オセアニア及び国内の一部の都市で行ったフィールドワークにおける
ホストとインバウンド旅行者との対話的交流を観察し、バフチンの対話原理やスタンス理論、都市のガバナンス
などの関連理論を発展的に活用して、地域のアイデンティティ形成の特性と共有のプロセスに関する学術的な特
徴把握を行った。地域アイデンティティが創造・共有されるプロセス、また出会いからの時間的推移とともに深
化する参与者たちの関係性やスタンスの変化、およびその特徴を把握することにより、地域における観光関係主
体の意識醸成や政策的な取組みの推進に資する分析を行い、著作や論文を通じた発信を行った。

研究成果の概要（英文）：Inbound communication can create new values through dialogue between hosts 
and inbound tourists. This study analyzed the characteristics of regional identity and its 
construction process in interaction from practical and interdisciplinary perspectives through the 
case studies of some tourists visiting cities in Europe, Oceania, and Asia, including Japan. As the 
theoretical and methodological frameworks, we drew on the Bakhtinian notion of dialogism and some 
sociological and anthropological concepts, such as the constructionist view of identity. The 
research revealed how regional identity is intersubjectively created through the analysis of 1) 
dialogic interaction and its resulting resonance, and 2) alignment of participants' stancetaking. We
 disseminated our research results through conference presentations and academic papers, which can 
raise awareness of tourism-related entities for offering a better tourism experience. 

研究分野： 社会言語学

キーワード： インバウンド観光　対話的交流　間主観性　都市の進化　アイデンティティ　ボランティア活動

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
変化の著しいインバウンド観光につき、学術的枠組みの下、国内外の都市のフィールドワークを通じて、マルチ
モーダルな表現・心理的な面からの対応のあり方を解析して示唆をまとめた社会言語学、観光人類学、社会基盤
学等を横断する学際的かつ創造的な研究として位置づけられる。「対話の高質化」に向け、関係分野間での有機
的な結びつきの進展により、地域における観光関係主体の意識醸成や基盤の改善に寄与するとともに、地域のア
イデンティティ形成の特性と共有のプロセスにつき、学術的な整理と特徴把握を行うことにより、インバウンド
旅行者とホストの対話的交流の実態を明らかにするとともに、政策的な取組みの推進に資するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 訪日外国人旅行者の多くは日本人とのコミュニケーションに困難を感じており（観光庁
2017 など）、日本は 2020 年に開催予定だった東京オリンピックに向けて、ことば・心理・表現・
雰囲気などのコミュニケーション基盤の充実が重要な状況にあった。この状況に対する日本の
取組みとしては、語学力の向上や多言語化、丁寧かつきめ細やかな情報提供に力点が置かれてい
たが、相手方の心理や期待感も踏まえた根本的な対応のあり方を分析・総括していくことが課題
であるとの考えをもとに研究を開始した。 
(2) 観光コミュニケーションの在り方を探るにあたり、①訪日外国人旅行者との接触において、
言語・非言語を含むコミュニケーションの特性は何か、②相対的かつ間主観的に形成される動的
な対話行為の特質を踏まえたうえで、どのように「対話力の強化」を図っていくべきか、という
２つのリサーチ・クエスチョンを設定した。 
(3) これらの問いを解明するために、文学・心理学・言語学の領域横断的かつ独創的な発想で論
考を体系化したミハイル・バフチン（1895～1975）の対話原理を発展的に活用し、対話における
意味共有と価値形成の構造を明らかにすることにより、日本人が訪日外国人旅行者に接する際
の言語・非言語のコミュニケーション能力の強化に資することとした。 
 
２．研究の目的 
(1) 近年、訪日外国人旅行者の旅行態様は、行き先（大都市だけでなく地方など）や形態（体験
型の観光など）において多様化が進んでいる。そのような中、未知かつ非日常的な経験に期待を
寄せる一方で、多くの旅行者は現地での対話にストレスを感じており、ことばや心理などのソフ
ト面を含めたコミュニケーション基盤の充実が課題となっている。 
(2) こうした状況を踏まえ、本研究は、「訪日外国人旅行者との対話」に関して、バフチンの対
話原理、デュボワのスタンス理論、ゴフマンの対人関係についての理論などを発展的に活用しな
がら、対話の本質に関わる「意味の共有」と「価値の創造」の構造を解析・体系化し、日本の外
国人旅行者への対応における「対話力の向上」に資することを目的とした。 
(3) ミクロの対話行為とその響鳴現象を通じて地域アイデンティティが創造・共有される態様、
また、出会いからの相互行為のプロセスにおける参与者間の位置づけやスタンスの変化、および
その特徴を示すことにより、地域における観光関係主体の意識醸成や基盤の改善、政策的な取組
みの推進に寄与することとした。 
(4) これらの分析を通じて、観光客との対話力の質的向上と相互理解の深化のあり方や、ボラン
ティア活動を含めた地域協働によるサービス向上の基盤構築のあり方をとりまとめ、国内外の
学会等での発表や意見交換、シンポジウムの開催などを通じて、大学・政府・自治体等の関係者
に向けて発信することとした。 
 
３．研究の方法 
(1) 旅行者対応の実態を客観的にとらえるため、日本と海外での対応の比較分析を行うことと
し、国内の観光都市とともに、欧米やアジアなどの多様な国から観光客が訪問する地方都市の観
光地でエスノグラフィーの参与観察によるフィールドワークを実施した。 
(2) 本科研課題以前にも日米においてフィールドワークの実績があるが、本課題では国内外で
の調査拠点を拡充して、国別等の類型による旅行者のデータを蓄積・分析した。調査においては、
観光場面の相互行為の観察・記述や、外国人が旅行に求める価値・嗜好・期待に関するヒアリン
グおよび文献調査とあわせ、外国人の情報共有は対話や口コミだけでなく通信媒体でも広く行
われることから、情報共有手段の特性にも着目した。 
(3) 「異国の凝縮された時空間における、異質な他者との関わり」という対話の特質をとらえ、
エスノグラフィーの手法によるフィールドワークを国内外において実施し、旅行者対応の実態
を比較分析した。フィールドワークでの音声・映像データ取得にあたっては、短時間での接触と
いう特質も踏まえ、研究代表者の所属機関の倫理規定に則り十分な配慮を行った。 
 
４．研究成果 
(1) インバウンド・コミュニケーションは、異質な他者である旅行者との対話を通じて新たな価
値が創出される機会である。バフチンの対話原理やゴフマンの社会学等の理論、エスノグラフィ
ーの手法を発展的に活用し、日本を含むアジア・欧州・オセアニアの一部の観光都市におけるイ
ンバウンド旅行者との対話的交流の観察から、地域のアイデンティティ形成の特性と共有のプ
ロセスにつき、学術的な整理と特徴把握を行った。 
(2) 欧米やアジアなどの多様な国から観光客が訪問する観光地の自治体・観光当局（Budapest 
Festival & Tourism Center、Vienna Tourist Board、Bologna Welcome、Visit Berlin、Dresden 
Marketing Board、City of Leipzig、Praha City Tourism 等）のほか、インバウンド旅行者や
ガイドとも意見交換を行った。また学会および大学（カルフォルニア大学サンタバーバラ校、オ
ークランド大学等）、関係自治体・機関（観光庁、国連世界観光機関、国土交通省近畿運輸局・



中国運輸局、京都府・京都市、奈良県・奈良市、野田市、鎌倉市等）、さらに、日本ではじめて
の開催となる国連世界観光機関等の主催によるガストロノミーツーリズム国際フォーラム（2022 
年 12 月、奈良）において、同フォーラム主催のフィールドワーク参加等を含め、海外からの行
政・企業関係者とも意見交換を行った。 
(3) 対話の時間的進展と響鳴の面では、初対面からの推移は国内外の都市においてそれぞれ異
なるが、時間の経過の中で対話を通じた話題の派生・響鳴や時空の異なる経験開示によるきっか
けづくりにより、認識や感情のスタンスが創発し、ポリフォニー的な「声」の多重化やクロノト
ポス的な地域への印象づけが行われていることを確認した。対話による響鳴と創造的なやりと
りを通じて対話者間で理解が深まり、観光地域のアイデンティティがアップデートされ、「地域
らしさ」のコンセプトの外装の明確化や進化がもたらされていた。また、ユーモアやジョークに
ついては、海外の一部の都市ではスタッフと旅行者の双方から、国内都市のケースでは主として
旅行者側から活発に発出されていることを確認した。 
(4) 対話における旅行者とスタッフの関係性の面では、欧州やオセアニアの都市では、対話場面
でのホスト・ゲストの画一的な役割にとらわれない個と個のふれあいとして、マルチモーダルな
表現要素の活用による柔軟な対応を確認した。他方、国内及びアジアの一部の都市のケースでは、
主として旅行者からの反応や能動的行為による会話の進展を確認した。 
 
これらの調査結果から、(5)～(8)の内容がよりよい観光経験の創出のために求められると考

えられる。 
(5) 地域アイデンティティの戦略的発現に関しては、個々の対話における実践的な蓄積を重ね
ていくことが有効である。現場レベルでは、国際交流経験の長い国内外都市・地域等に比しての
類似・相違点の認識や取組みからの発見とあわせ、発地国・属性・旅行形態・旅行特性等を踏ま
えた観察と類型化を重ね、ボランティア間、また現場や自治体との間で共有していくことが重要
である。また、訪日外国人の国籍・旅行形態の変化やリピーターの増加等の多様化がアイデンテ
ィティの深化や都市・地域の活性化・成長の促進に寄与しうることを鑑みても、対話の機会や空
間を提供することに加えて、応接主体間での情報共有の充実が重要である。 
(6) 地域の文化環境は変遷・進化していくものであり、観光客が地域の伝統や風習、規範や価値
観、思考様式などへの理解を深めたいと望む中で、地域のアイデンティティを創造しつつ、現場
から発信していくことも求められる。また、コミュニケーションの質的充実には、インバウンド
旅行客の思いやニーズを把握し、ゲストとホストの双方からの接近の意欲が大切であり、ポジテ
ィブなフィードバックのメカニズム生成につながる。これを効果的に起動させるためには、受け
身あるいはマニュアル的な姿勢、相互の役割が固定化された対応ではなく、ボローニャの例にみ
られたように、日本においても個人が垣間見られる素の姿での対話を含め、自発的かつ柔軟な対
応が必要である。 
(7) ウォーキングツアーのような「地元とのふれあい」は、観察都市では個々の取組みベースで
開拓されており、一部の国内都市では、学生ガイドが英語サークルと連携して活動している。自
治体とボランティアとの間、また、ボランティア間でのネットワークを充実させ、訪日外国人と
一定の時間「対話によってふれあう」ことのできるプログラムづくりが期待される。 
(8) 対話における「多様かつ多元的な価値形成の構造」の体系化にあたっては、類型分析の蓄積
が求められ、旅行者の発地や属性・旅行形態、都市・地方部といった訪問先等で観察・類型化を
重ねていくことが必要とされる。また、コミュニケーションの柔軟化・高質化に向け、インバウ
ンド旅行者のニーズ把握や応対における顧客評価の蓄積により旅行者の期待を踏まえたうえで、
ユーモアや感情表現などにより多様な姿が表出される工夫の促進が期待される。 
(9) 研究成果については、対話的交流や都市アイデンティティの構造分析に関する研究結果を
とりまとめ、国内外の学会で発表したほか、国際雑誌を含む学術雑誌や、海外の出版社を含む叢
書論文として公表した。また、観光主体への還元として、小田原・箱根 SGG クラブに 2019 年 12 
月および 2023 年 1 月に講演を行い、ボランティアガイドたちと意見交換も行った。このほか、
2019 年 3 月には、交通・観光関係の総合的なシンクタンクである（一財）運輸総合研究所でセ
ミナーを開催し、小田原・箱根 SGG クラブと日本政府観光局（JNTO）とともに発表した。本セ
ミナーには、大学等の研究機関、国土交通省、地方公共団体、観光関係者、鉄道ほか交通事業者、
コンサルタントなどから 110 名を超える参加者があり、活発な質疑応答・意見交換が行われ、
幅広い関係者への啓発・情報発信を行った。セミナーの概要は同研究所のホームページで公開さ
れた。 
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